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基本的な IP マルチキャストルーティングの前提条件
次に、基本的な IPマルチキャストルーティングを設定するための前提条件を示します。

•
• IPマルチキャストルーティングを実行するには、PIMバージョンおよび PIMモードを設定
する必要があります。スイッチはモード設定に従って、マルチキャストルーティングテー

ブルを読み込み、直接接続されたLANから受信したマルチキャストパケットを転送します。
インターフェイスは PIMデンスモード、スパースモード、または SM-DMスパース -デン
スモードのいずれかに設定できます。

•インターフェイスで PIMをイネーブルにすると、同じインターフェイス上で IGMP処理もイ
ネーブルになります。（IPマルチキャスティングに加入するには、マルチキャストホスト、
ルータ、およびマルチレイヤデバイスで IGMPが動作している必要があります）。

複数のインターフェイスでPIMをイネーブルにした場合に、そのほとんどのインターフェイ
スが発信インターフェイスリストに含まれておらず、IGMPスヌーピングがディセーブルに
なっている場合は、レプリケーションが増加することにより、発信インターフェイスが回線

レートを維持できないこともあります。
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基本的な IP マルチキャストルーティングの制約事項
次に、IPマルチキャストルーティングの制約事項を示します。

基本的な IP マルチキャストルーティングに関する情報
IPマルチキャストは、ネットワークリソース（特に、音声やビデオなどの帯域幅集約型サービ
ス）を効率的に使用する方法です。IPマルチキャストルーティングにより、ホスト（ソース）
は、IPマルチキャストグループアドレスと呼ばれる特別な形式の IPアドレスを使用して、IPネッ
トワーク内の任意の場所にあるホスト（レシーバ）にパケットを送信できます。

送信側ホストは、マルチキャストグループアドレスをパケットの IP宛先アドレスフィールドに
挿入します。IPマルチキャストルータおよびマルチレイヤデバイスは、マルチキャストグルー
プのメンバーに接続されたすべてのインターフェイスから着信した IPマルチキャストパケットを
転送します。どのホストも、グループのメンバであるかどうかにかかわらず、グループに送信で

きます。ただし、グループのメンバだけがメッセージを受信します。

マルチキャスト転送情報ベース（MFIB）の概要
デバイスは、IPマルチキャスト用のマルチキャスト転送情報ベース（MFIB）アーキテクチャと
マルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）を使用します。

MFIBアーキテクチャは、マルチキャストコントロールプレーン（Protocol Independent Multicast
（PIM）および Internet Group Management Protocol（IGMP））とマルチキャストフォワーディン
グプレーン（MFIB）の間におけるモジュール性と分離の両方を提供します。このアーキテクチャ
は、Cisco IOS IPv6マルチキャスト導入環境において使用します。

MFIB自体は、マルチキャストルーティングプロトコルを選ばないフォワーディングエンジンで
す。つまり、PIMまたは他のマルチキャストルーティングプロトコルに依存しません。これは次
の処理に関与します。

•マルチキャストパケットの転送

•コントロールプレーンによって設定されたエントリとインターフェイスフラグを学習する
ためのMRIBへの登録

•コントロールプレーンに送信する必要があるデータ駆動型のイベントを処理する。

•受信、ドロップ、および転送されたマルチキャストパケットの数、レート、およびバイトの
保守

MRIBは、MRIBクライアント間の通信チャネルです。MRIBクライアントの例としては、PIM、
IGMP、マルチキャストルーティング（mroute）テーブル、およびMFIBがあります。

   Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9300 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュ
レーションガイド

2

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定
基本的な IP マルチキャストルーティングの制約事項



IP マルチキャストルーティングのデフォルト設定
次の表に、IPマルチキャストルーティングのデフォルト設定を示します。

表 1：IP マルチキャストルーティングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

すべてのインターフェイスでディセーブルマルチキャストルーティング

バージョン 2PIMのバージョン

モードは未定義PIMモード

未設定PIMスタブルーティング

未設定PIM RPアドレス

ディセーブル。PIMドメイン境界

なし。PIMマルチキャスト境界

ディセーブル。候補 BSR

ディセーブル。候補 RP

0 kb/sSPTしきい値レート

30秒PIMルータクエリーメッセージインターバル

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定方法

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定
デフォルトでは、マルチキャストルーティングはディセーブルとなっており、モードは設定され

ていません。

この手順は必須です。

はじめる前に

PIMバージョンと PIMモードを設定する必要があります。スイッチはモード設定に従って、マル
チキャストルーティングテーブルを読み込み、直接接続された LANから受信したマルチキャス
トパケットを転送します。
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マルチキャストルーティングテーブルへのパケット読み込みでは、DMインターフェイスは常に
テーブルに追加されます。SMインターフェイスがテーブルに追加されるのは、ダウンストリーム
デバイスから定期的な Joinメッセージを受信した場合、またはインターフェイスに直接接続され
たメンバーが存在する場合に限ります。LANから転送する場合、グループが認識している RPが
あれば、SM動作が行われます。その場合、パケットはカプセル化され、その RPに送信されま
す。認識している RPがなければ、パケットは DM方式でフラッディングされます。特定の送信
元からのマルチキャストトラフィックが十分であれば、レシーバの先頭ホップルータからその送

信元に Joinメッセージが送信され、送信元を基点とする配信ツリーが構築されます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力しま
す。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

マルチキャストルーティングをイネーブルにするレイヤ 3
インターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)#

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要がありま

す。
interface
gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーション
コマンドを入力して設定された物理ポートです。ま

た、インターフェイスの IPPIMスパース -デンスモー
ドをイネーブルにして、静的に接続されたメンバーと

してインターフェイスを IGMPスタティックグルー
プに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLANイ
ンターフェイスです。また、VLAN上で IPPIMスパー
ス -デンスモードをイネーブルにして、静的に接続さ
れたメンバーとして VLANを IGMPスタティックグ
ループに加入させ、VLAN、IGMPスタティックグ
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ループ、および物理インターフェイスで IGMPスヌー
ピングをイネーブルにする必要があります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当てる
必要があります。

インターフェイスで PIMモードをイネーブルにします。ip pim {dense-mode |
sparse-mode |
sparse-dense-mode}

ステップ 4   

デフォルトで、モードは設定されていません。

例：

Device(config-if)# ip

キーワードの意味は次のとおりです。

• dense-mode：デンス動作モードをイネーブルにしま
す。

pim
sparse-dense-mode • sparse-mode：スパース動作モードをイネーブルにし

ます。SMを設定する場合は、RPも設定する必要があ
ります。

• sparse-dense-mode：グループが属するモードでイン
ターフェイスが処理されるようにします。DM-SM設
定を推奨します。

インターフェイスで PIMをディセーブルにする
には、no ip pimインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show

ステップ 6   

running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存し

ます。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   

running-config
startup-config

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9300 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

5

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定
基本的な IP マルチキャストルーティングの設定



IP マルチキャストフォワーディングの設定
次の手順を使用して、デバイスに着信パケットまたは発信パケットの IPv4マルチキャスト転送情
報ベース（MFIB）割り込みレベルの IPマルチキャスト転送を設定できます。

ipmulticast-routingコマンドを使用して IPマルチキャストルーティングを有効にした後、IPv4
マルチキャスト転送が有効になります。IPv4マルチキャスト転送はデフォルトで有効になって
いるため、IPv4マルチキャスト転送を無効にするには、ipmfibコマンドの no形式を使用しま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•プロンプトが表示されたら、パス
ワードを入力します。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャスト転送をイネーブルにし
ます。

ip mfib

例：
Device(config)# ip mfib

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイ

ルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config

スタティックマルチキャストルート（mroute）の設定
スタティックmrouteを設定するには、次の手順を実行します。スタティックmrouteは、ユニキャ
ストスタティックルートに類似していますが、以下の点で異なります。

•スタティック mrouteは RPF情報を計算するために使用されますが、トラフィックの転送に
は使用されません。

•スタティック mrouteを再配布することはできません。

スタティック mrouteは、定義されているデバイスに厳密にローカルなものです。Protocol
Independent Multicast（PIM）には独自のルーティングプロトコルがないため、ネットワーク全体
にスタティックmrouteを配布するメカニズムはありません。その結果、スタティックmrouteの管
理は、ユニキャストスタティックルートの管理よりも複雑になりがちです。

スタティック mrouteが設定されると、デバイスのスタティック mrouteテーブルと呼ばれる個別
のテーブルに保存されます。設定されると、 ip mrouteコマンドによって、スタティック mroute
は、source-addressおよび mask引数に指定された送信元アドレスまたは送信元アドレス範囲のス
タティックmrouteテーブルに入ります。送信元アドレスと一致する送信元、または source-address
引数に指定された送信元アドレス範囲にある送信元は、rpf-address引数に指定された IPアドレス
に関連付けられているインターフェイス、または interface-typeおよび interface-number引数に指定
されたデバイス上のローカルインターフェイスに RPFを行います。IPアドレスが rpf-address引
数に指定されている場合、直接接続されたネイバーを検索するために、このアドレスでユニキャ

ストルーティングテーブルから再帰ルックアップが実施されます。

複数のスタティック mrouteが設定されている場合、デバイスは mrouteテーブルの最長一致ルッ
クアップを実行します。（発信元アドレスの）最長一致を含むmrouteが見つかると、検索が終了
し、一致するスタティックmrouteの情報が使用されます。スタティックmrouteが設定される順序
は重要ではありません。

mrouteのアドミニストレーティブディスタンスは、任意の距離引数に指定することができます。
距離引数に値が指定されていない場合、mrouteの距離はデフォルトのゼロになります。スタティッ
ク mrouteが別の RPF送信元と同じ距離である場合、スタティック mrouteが優先されます。この
規則には、2つだけ例外があります。直接接続されたルートとデフォルトのユニキャストルート
です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•プロンプトが表示されたら、パス
ワードを入力します。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

送信元 IPアドレス 10.1.1.1が、IPアドレ
ス10.2.2.2に関連付けられているインター

ip mroute [vrf vrf-name] source-address
mask { fallback-lookup {global | vrf
vrf-name }[ protocol ] {rpf-address |

ステップ 3   

フェイスを介して到達可能であるように

設定されます。
interface-type interface-number}}
[distance]

例：
Device(configure)# ip mroute 10.1.1.1
255.255.255.255 10.2.2.2

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

（任意）入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 5   

（任意）コンフィギュレーションファイ

ルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 6   

startup-config
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オプションの IP マルチキャストルーティングの設定

IP マルチキャスト境界の定義
自動 RPメッセージが PIMドメインに入らないようにする場合は、マルチキャスト境界を定義し
ます。自動 RP情報を伝達する 224.0.1.39および 224.0.1.40宛てのパケットを拒否するアクセスリ
ストを作成します。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。プロンプトが
表示されたら、パスワードを入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

標準アクセスリストを作成し、コマンドを必要な回数だ

け実行します。

access-list
access-list-numberdeny
source [source-wildcard]

ステップ 3   

• access-list-numberの範囲は 1～ 99です。
例：
Device(config)#
access-list 12 deny

• denyキーワードは、条件が一致した場合にアクセ
スを拒否します。

224.0.1.39
• sourceには、自動 RP情報を伝達するマルチキャス
トアドレス 224.0.1.39および 224.0.1.40を入力しま
す。

access-list 12 deny
224.0.1.40

•（任意）source-wildcardには、sourceに適用される
ワイルドカードビットをドット付き 10進表記で入
力します。無視するビット位置には 1を設定しま
す。

アクセスリストの末尾には、すべてに対する暗黙の拒否

ステートメントが常に存在します。
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定して、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 4   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があり

ます。
gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートです。

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デン
スモードをイネーブルにして、静的に接続された

メンバーとしてインターフェイスを IGMPスタ
ティックグループに加入させる必要があります。

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成された VLAN
インターフェイスです。また、VLAN上で IP PIM
スパース -デンスモードをイネーブルにして、静的
に接続されたメンバーとして VLANを IGMPスタ
ティックグループに加入させ、VLAN、IGMPスタ
ティックグループ、および物理インターフェイス

で IGMPスヌーピングをイネーブルにする必要があ
ります。

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当て
る必要があります。

ステップ2で作成したアクセスリストを指定し、境界を
設定します。

ip multicast boundary
access-list-number

例：

Device(config-if)# ip

ステップ 5   

multicast boundary 12

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show

ステップ 7   

running-config
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 8   

running-config
startup-config

sdr リスナーサポートの設定

sdr リスナーサポートのイネーブル化

デフォルトでは、デバイスでセッションディレクトリのアドバタイズメントは受信されません。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力しま
す。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure

ステップ 2   

terminal

sdr用にイネーブルにするインターフェイスを指定し、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface interface-id

例：

Device(config)#

ステップ 3   

次のいずれかのインターフェイスを指定する必要があり

ます。
interface
gigabitethernet 1/0/1

•ルーテッドポート：レイヤ 3ポートとして no
switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して設定された物理ポートです。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

また、インターフェイスの IP PIMスパース -デンス
モードをイネーブルにして、静的に接続されたメン

バーとしてインターフェイスを IGMPスタティック
グループに加入させる必要があります。設定例につ

いては、次を参照してください。例：ルーテッド

ポートとしてのインターフェイス設定

• SVI：interface vlan vlan-idグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して作成されたVLANイ
ンターフェイスです。また、VLAN上で IP PIMス
パース -デンスモードをイネーブルにして、静的に
接続されたメンバーとしてVLANを IGMPスタティッ
クグループに加入させ、VLAN、IGMPスタティッ
クグループ、および物理インターフェイスで IGMP
スヌーピングをイネーブルにする必要があります。

設定例については、次を参照してください。例：SVI
としてのインターフェイスの設定

これらのインターフェイスには、IPアドレスを割り当て
る必要があります。

デバイスソフトウェアがセッションディレクトリアナウ

ンスメントをリッスンできるようにします。

ip sap listen

例：

Device(config-if)# ip

ステップ 4   

sap listen

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show

ステップ 6   

running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を保存

します。

copy running-config
startup-config

例：

Device# copy

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

running-config
startup-config

sdr キャッシュエントリの存在期間の制限

デフォルトでは、エントリは sdrキャッシュから削除されません。送信元が SAP情報のアドバタ
イズを停止した場合に、古いアドバタイズメントが不必要に保持されないようにするため、エン

トリがアクティブである期間を制限できます。

この手順は任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•プロンプトが表示されたら、パスワード
を入力します。

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Session Announcement Protocol（SAP）キャッ
シュエントリがキャッシュ内にアクティブで

ある期間を制限します。

ip sap cache-timeout分

例：

Device(config)# ip sap

ステップ 3   

デフォルトでは、エントリはキャッシュから

削除されません。cache-timeout 30

minutesに指定できる範囲は 1～ 1440分（24
時間）です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9300 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

13

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定
オプションの IP マルチキャストルーティングの設定



目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 5   

SAPキャッシュを表示します。show ip sap

例：

Device# show ip sap

ステップ 6   

（任意）コンフィギュレーションファイルに

設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 7   

startup-config

基本的な IP マルチキャストルーティングのモニタリング
およびメンテナンス

キャッシュ、テーブル、およびデータベースのクリア

特定のキャッシュ、テーブル、またはデータベースのすべての内容を削除できます。特定のキャッ

シュ、テーブル、またはデータベースの内容が無効である場合、または無効である可能性がある

場合は、これらをクリアする必要があります。

次の表に示す特権 EXECコマンドのいずれかを使用すると、IPマルチキャストのキャッシュ、
テーブル、データベースをクリアできます。

表 2：キャッシュ、テーブル、およびデータベースをクリアするコマンド

目的コマンド（Command）

IGMPキャッシュのエントリを削除しま
す。

clear ip igmp group {group [ hostname | IP address] | vrf
namegroup [ hostname | IP address] }

IPマルチキャストルーティングテーブ
ルからエントリを削除します。

clear ipmroute { * | [hostname | IP address] | vrf namegroup
[ hostname | IP address] }
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目的コマンド（Command）

Session Directory Protocolバージョン 2
キャッシュ（sdrキャッシュ）エントリ
を削除します。

clear ip sap [group-address | “session-name”]

システムおよびネットワーク統計情報の表示

IPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示できま
す。

このリリースでは、ルート単位の統計情報がサポートされていません。（注）

また、リソースの使用状況を学習し、ネットワーク問題を解決するための情報を表示することも

できます。さらに、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、そのパケットが経由するネット

ワーク内のパスを検出することもできます。

次の表に示す特権 EXECコマンドのいずれかを使用すると、さまざまなルーティング統計情報を
表示できます。

表 3：システムおよびネットワーク統計情報を表示するコマンド

目的コマンド（Command）

マルチキャストグループアドレスにインターネット制

御メッセージプロトコル（ICMP）エコー要求を送信し
ます。

ping [group-name | group-address]

デバイスに直接接続され、IGMPによって取得されたマ
ルチキャストグループを表示します。

show ip igmp groups
[group-name|group-address|type-number]

インターフェイスのマルチキャスト関連情報を表示しま

す。

show ip igmp interface [type number]

IPマルチキャストルーティングテーブルの内容を表示
します。

show ip mroute [group-name |
group-address] [source] [ count | interface
| proxy | pruned | summary | verbose]

PIMに対して設定されたインターフェイスに関する情報
を表示します。このコマンドは、すべてのソフトウェア

イメージで使用できます。

show ip pim interface [type number]
[count | detail | df | stats ]
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目的コマンド（Command）

デバイスによって検出されたPIMネイバーのリストを示
します。このコマンドは、すべてのソフトウェアイメー

ジで使用できます。

show ip pim neighbor [type number]

スパースモードのマルチキャストグループに関連付け

られた RPルータを表示します。このコマンドは、すべ
てのソフトウェアイメージで使用できます。

show ip pim rp [group-name |
group-address]

デバイスのリバースパス転送（RPF）の実行方法（ユニ
キャストルーティングテーブル、DVMRPルーティング
テーブル、またはスタティックマルチキャストルーティ

ングのいずれかから）を表示します。

コマンドパラメータは次のとおりです。

• Host nameまたは IP address：IP名またはグループ
アドレス。

• Select：グループベースの VRF選択情報。

• vrf：VPNルーティング/転送インスタンスを選択し
ます。

show ip rpf {source-address | name}

SessionAnnouncement Protocol（SAP）バージョン 2キャッ
シュを表示します。

コマンドパラメータは次のとおりです。

• A.B.C.D：IPグループアドレス。

• WORD：セッション名（二重引用符で囲む）。

• detail：セッションの詳細。

show ip sap [group | “session-name” |
detail]

IP マルチキャストルーティングの設定例

例：IP マルチキャスト境界の設定
次に、すべての管理用スコープのアドレスに対して境界を設定する例を示します。

Device(config)# access-list 1 deny 239.0.0.0 0.255.255.255
Device(config)# access-list 1 permit 224.0.0.0 15.255.255.255
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# ip multicast boundary 1
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例：mrinfo 要求への応答
ソフトウェアは、マルチキャストルーティングされたシステム、シスコルータ、およびマルチレ

イヤデバイスによって送信された mrinfo要求に応答します。ソフトウェアはネイバーに関する
情報を、DVMRPトンネルおよびすべてのルーテッドインターフェイスを通して戻します。この
情報にはメトリック（常に 1に設定）、設定された TTLしきい値、インターフェイスのステータ
ス、および各種フラグが含まれます。次の例のように、mrinfo特権 EXECコマンドを使用し、
ルータまたはデバイス自体をクエリすることもできます。

Device# mrinfo
171.69.214.27 (mm1-7kd.cisco.com) [version cisco 11.1] [flags: PMS]:
171.69.214.27 -> 171.69.214.26 (mm1-r7kb.cisco.com) [1/0/pim/querier]
171.69.214.27 -> 171.69.214.25 (mm1-45a.cisco.com) [1/0/pim/querier]
171.69.214.33 -> 171.69.214.34 (mm1-45c.cisco.com) [1/0/pim]
171.69.214.137 -> 0.0.0.0 [1/0/pim/querier/down/leaf]
171.69.214.203 -> 0.0.0.0 [1/0/pim/querier/down/leaf]
171.69.214.18 -> 171.69.214.20 (mm1-45e.cisco.com) [1/0/pim]
171.69.214.18 -> 171.69.214.19 (mm1-45c.cisco.com) [1/0/pim]
171.69.214.18 -> 171.69.214.17 (mm1-45a.cisco.com) [1/0/pim]

基本的な IP マルチキャストルーティングに関するその他
の関連情報

関連資料

参照先関連項目

Command Reference (Catalyst 9300 Series Switches)
の「IPマルチキャストルーティングのコマン
ド」の項を参照してください。

この章で使用するコマンドの完全な構文および

使用方法の詳細。

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

MIB

MIB リンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB

Cisco IOS XE Everest 16.6.x（Catalyst 9300 スイッチ）IP マルチキャストルーティングコンフィギュレー
ションガイド

17

基本的な IP マルチキャストルーティングの設定
基本的な IP マルチキャストルーティングに関するその他の関連情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、ProductAlert Tool（FieldNotice
からアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

基本的な IP マルチキャストルーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースのみを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよび Ciscoソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索
するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：基本的な IP マルチキャストルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名（Feature Name）

IPマルチキャストは、ネットワークリソース
（特に、音声やビデオなどの帯域幅集約型サー

ビス）を効率的に使用する方法です。IPマルチ
キャストルーティングにより、ホスト（ソー

ス）は、IPマルチキャストグループアドレス
と呼ばれる特別な形式の IPアドレスを使用し
て、IPネットワーク内の任意の場所にあるホス
ト（レシーバ）にパケットを送信できます。

この機能は、次のプラットフォームに実装され

ていました。

• Cisco Catalyst 9300シリーズスイッチ

Cisco IOS XE Everest
16.5.1a

基本的な IPマルチキャ
ストルーティング
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